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道の駅よこはまエリア地方創生拠点計画

第６回道の駅よこはまエリア事業推進協議会
を開催しました

第６回道の駅よこはまエリア事業推進協議会を、平成３０年１２月２
５日（火）に横浜町「洗心閣」にて開催しました。
協議会では、地方創生拠点計画の施策である、「産業振興」、「地域

福祉」、「防災」に関する平成３０年度の取組内容やこれまでの進捗状
況について報告があり、参加された委員との意⾒交換を⾏いました。

①「産業振興～交流人口の拡大・地域経済の活性化～」の取組報告

○上十三・十和田湖広域定住自立権観光推進協議会のパンフレット作成や、
しもきたＴＡＢＩあしすととの下北半島旅ガイド「ぐるりんしもきた」に
よる観光情報提供とバスツアー実施しました。
○観光客や来訪者を増やす受け入れ体制を充実させるため、今年度から電
子看板を活用したＰＲを開始しています。

事業推進協議会の様子

（裏⾯には、引き続き「協議会の内容」と「第１回協議会での委員意⾒」を掲載しています）

観光企画の強化

買い物や休憩、憩いで賑わう空間づくり

○三保野公園やよこはま温泉を利活用していただくため、道の駅に周辺案
内看板を設置します。
○来訪者が休憩できる空間づくりのため、道の駅エントランスに花のプラ
ンター設置しました。
○イベントや催事などによる企画を充実させるため、加工団体が交替で道
の駅での毎月イベントを継続開催しています。また、視察研修（館鼻岸壁
朝市や産直施設）や道の駅もりたで開催された青森県内道の駅フェアへの
参加、視察を行いました。

特産品による商品開発・ブランド化

○魅力ある商品開発を継続して行うため、既存商品の改良・検討や、地元
子供たちの絵をもとにした新商品開発の試作などを行っています。
○ＰＲや売り場の工夫・改善のため、大学生による特産物加工品に関する
ガイドブック作成します。

直売所の充実（地産地消）

○集荷サービスの提供を平成２８年度から継続して実施しています。今年
度からは、道の駅営業日全日でサービスを提供しています。
○売場の工夫・改善として、野菜の種類ごとの陳列及び清潔な売場づくり
に取り組んでいます。また、農林水産省選定の「地産地消の仕事人」（全
国の産直に精通した専門家）から、道の駅の売場などについて、助言をも
らうことにしております。
○冬場の品薄時の売場づくりとして、冬期の不足野菜の仕入れを行ってい
ます。

電子看板を活用し
イベントをＰＲ

商工会女性部と菜の花会
による環境づくり

ガイドブック作成のため、
大学生が加工グループへ
の聞き取り

▲産直とわだから仕入れた
野菜の売り場の状況



• 幅広く取り組んでおり、よくやっていると思う。ただ、イベント疲れにならないよう、効果的なと
ころを狙って活動すること（ニーズの掘り起こし）が必要。

• 道の駅のバリアフリーが出来ていないことが気になる。

■全般について
第６回事業推進協議会における委員の皆様からの主な意⾒

＼ホームページで情報をご覧になれます／

検索

平成28年３月に策定した基本計画の内容やそれを実現させるため
に実施した取組について掲載しています。

○お問い合わせ先○
「道の駅よこはまエリア事業推進協議会」事務局
� 横浜町 産業振興課
電話 0175-78-2111

道の駅よこはま 地方創生

⾼齢者など住⺠への宅配サービス

○昨年度に引き続き、道の駅にある商品のカタログを作成・配布し、
注⽂のあった商品の宅配を⾏っています。
○温泉や役場ロビーで道の駅にある商品の移動販売を⾏っています。
○道の駅で購⼊した重い荷物を⾃宅まで無料配達しています。

道の駅への送迎サービス

○温泉と道の駅への送迎サービス（お買い物バス）を⾏っています。
○温泉へのバス利⽤者はいるものの、道の駅までの利⽤者が少ないた
め、サービスについての意⾒調査を実施します。

地域防災⼒の強化

○防災機能の強化として、防災除雪ステーション及び防災備蓄倉庫
の建物の設計を実施しました。
○防災意識の醸成のため、旧大豆田小学校で、横浜町総合防災訓練
を実施しました。また、道の駅よこはまでも、災害時の初動対応を
想定した防災訓練を実施しました。

■道の駅のレストランについて

• ⾷券の券売機を導⼊したが、繁忙時間になると券売機前に⾏列が出来、スムーズに流れないような
話を聞く。また、⾼齢者などのお客様には、配膳などのサービスを⾏ってもらいたい。

■集荷、宅配サービスについて

• 集荷サービスの出荷数、額が季節限定商品（ホタテなど）の影響により、月単位で下回っていると
ころもあるが、前年度同時期（８月〜１１月）に⽐べて伸びているのは、サービスが定着している
と考えても良いのか。

• 集荷と宅配が別々に⾏われているので、採算は厳しい状況にある。ただし、福祉的な施策として、
今の取組を進めながら、今後の方向を考えていく必要がある。

■防災について

• 災害時の避難所の確保として、道の駅が、安心・安全な拠点となるような取組を進めてもらいたい。

②「地域福祉～安全・安心な住民サービスの提供～」の取組報告

③「防災～地域防災力の強化～」の取組報告

導入したサービス専用車両

道の駅で買い物を終えて乗り込む利用者の様子

避難誘導訓練実施状況


